
E 

1 .オームリ飼育試験

調査目的

十二湖落口の池に放流したオームリについてその再生産の可能性を究明し，本県における特産魚と

しての開発をはかる。

調 査 内 ぞ..，.岳r可

1 .調査期間 昭和52年 4月~昭和53年 3月

2. 調査場所 西津軽郡岩崎村十二湖落口の池

3. 調査担当者 淡水養殖部

4. 調査項目

(1) 環境

(2) 放流オームリの生態

(3) その他

5. 調査方法

(1) 環境

部長

技師

技師

嘱託員

長峰良典

原 口健一

長 津秀一

七戸喜太郎

落口の池定点において，水深別に水温，透明度，溶存酸素，硫化水素を 6回測定した。

(司放流オームリの生態

適宜投餌により浮上したところを確認記録するとともに 秋季には釣獲等により成長 成熟状

況を調べた。

(3) その 他

展示水槽内における飼育魚の観察および既存資料の解析をおこなった。

E 調査 結果

1.環境

落口の池定点における観測結果は第 1表のとおりで

(1) 水温

範囲は 20.10C (8月 3日の表層)--4. 60C (4月初日の 16--20m層)であった。
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(訪溶存酸素

飽和度でみると最高は 6月 1日 2m属の 122.1 5ちであり， 8~11月には無酸素層が例年同様

出現している。

(劫硫化水素

8 -12月の-16- -20m層に O.617 - O. 005 /t.が検出された。

( 4) 透明度

2.8 m-6. 5 mの範囲であった。

(5) 動物プランクトン

プランクトンネット (GG54) で10mの垂直曳きをした結果，湿重量で 1.8-7.5'1の値が得

られ， 8-9月に多く存在していた。

2 放流オームリの生態

(1) 落口の池への放流経過と確認状況

十二湖落口の池への放流状況は第 2表に示したとおりで，総計 3.874尾放流 (53年 3月末現在)

のうち，試験採捕等による発死は44年産魚8尾となっている。

放流したオームりは本年度も透明度が高くなる 6月からu月まで例年どおり確認されているO

(紛成長状況

覗きによる確認では44年産魚と推定される体長40-45rT1l程度の大型魚に混って体長20-30rT1lの

中型魚も多く認められた事から49 50 51年産魚も順調に成育しているものと考えられる。

(ゆ成熟状況

9月， llおよび12月釣獲によって， 44年産魚の成熟状況を調査した結果は第 3表に示すとおり

で. 9月と 11月の調査では成熟状態に達していないとの判断により再放流した。 11月25日， 26日

に採捕した雌は，外観的にも成熟している可能性が認められた。又雄についても l尾捕獲してお

り，腹部を圧したところ，精液様のものを放出した。

そこで12月 9日人工採卵受精を予定したが雌は全く放卵しなかった。雄については精液告出し

ており，検鏡の結果，精子を確認したものの，本年度も人工授精を行なうに至らなかった。

3. その他

(1) 展示水槽飼育魚について

年度初めには48年産 3尾と50年産80尾がいたが 5月12日に48年産 3尾と 50年産21尾を放流し

た。又同日 51年産21尾を展示水槽に収容した。年度末には50年産16尾と51年牽 7尾になっており，

成長は余り良くなかった。

(幼 年度別の催熟採卵等について

昭和44年に初めて発限卵を導入して以来 9年を経過したが その聞に行なった再生産試験の内

容と結果を第 4表に，それに供したオームリの測定値を第 5表に示した。
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(3) オームリの鱗について

十二湖落口の池には44，48， 49， 50， 51年産オームリが放流されており，年令，経歴の明確な

既存標本魚につL、て，鱗と体長(第 1図)，鱗径と年令(第 2図)および年令と輪条数(第 6却

の関係を調べたが，鱗は 1個体につき 10枚程度を検鏡したもので調査した個体の経歴はまちまち

であるが，体長と鱗径(短径)とは関係がありそうで，輪条数は 1ヶ月に 0.8- 1. 0本づっ増え

る傾向がみられた。

W 調査の戚果と今後の課題

落口の池において，雌雄とも一応成熟はするものの，調査尾数が少ないため成熟期については判然

としな~'o今後は大量に放流した49-50年産について，集中的に数多く調べる必要があるC
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第 l 表 昭和 52年 度

ドて観¥測¥屑、託伸、仔喧¥目司竺日
52. 4. 20 52. 6. 1 52. 8. 3 

11 :00-旬 11:50 10:55---11:45 11:10--12: 

水温 D O D O LHHψzわS Jk 温 D OID OIH思守/2心S 水温 D OID 倒O 
。C ) I (ppm) I (幼 (OC ) I(ppm) I (幼 (OC ) I (ppm) 

-0  8. 8 13. 05 116. 0 20. 1 10. 52 119. 1 

- 1  " 12. 50 111. 1 12. 7 12. 35 i 120. 3 18. 2 10. 30 112. 1 

-2  " 12. 40 110.2 12. 2 12 67 122 1 17. 6 10. 79 116. 5 

一-4 " 112. 40 110.2 11. 9 12. 67 121. 2 17. 0 10. 90 116.3 

-6  7. 0 13. 44 114. 3 11. 5 12. 68 120. 2 16. 0 10. 61 111. 0 

- 8  5. 8 13. 00 107. 3 7. 8 11. 74 101. 9 12. 1 9. 15 88. 0 

-1  0 5. 1 11. 19 99 6 5. 8 8.83 72. 9 8. 3 5.59 49. 1 

- 1  2 4. 8 9. 52 76.5 5. 3 6. 55 53. 3 6.6 2. 58 21. 7 

-1  4 4.7 8. 18 65. 6 5. 1 4. 48 36.3 5. 8 o. 45 3. 7 

-1  6 4. 6 7. 08 56.6 4. 9 2.36 19. 0 不 2. 1 

検

-1  8 4. 6 3. 77 30. 1 4. 9 O. 38 3. 1 出 5.3 。 。

一-2 0 4. 6 O. 69 5.5 0.0 4.9 O. 08 O. 6 

透 明 度 2.8 m 4.8 m 4.25 m 

動物プランクトン
採集 せ ず 1.89/1 Om 1回 5.49/1 0 m 

湿 重 量

放流オームリの
未 確 さ'"え巳、j 確 ゴ'"夫色J、 未 確 ヨu刃'C、

確認状 況
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落 口の池観測結果 表

52. 9.20 52. 11. 2 52. 12. 9 

10 1l:00 ....... 10:50 ....... 1l:10-国

H2S  水温 D 0 D 0 H2S  水温 D 0 D 0 H2S  水温 D 0 D 。H2S  

に官喝〆心 (OC ) (ppm) {劫 (!ll'i/f) (OC ) (ppm) 開 (m砂1-) (OC ) (pp田) {劫 (mv.o 

17. 5 9. 97 107. 4 12. 8 10. 31 100. 7 7. 6 9. 86 85. 15 

15. 4 10. 82 111.8 12. 1 10. 36 99. 6 11 9. 91 85.58 

15. 2 11. 25 115.7 12. 1 10. 38 99. 8 11 9.98 86. 18 

15. 0 11. 38 116.6 12.0 10. 34 99. 1 11 9.84 84.97 

14. 9 11. 14 113. 9 11. 9 10. 22 97. 8 7. 5 9.88 85. 10 

14. 7 9. 35 95. 1 1l.9 10. 00 95.7 〆〆 9.86 84. 93 

9.9 4. 98 45. 5 11. 8 9. 96 95. 0 1.〆 9.80 84. 41 

7. 4 1. 45 12. 5 9. 5 4. 35 39.3 11 9.96 85.79 

6.2 0.62 5.2 6.8 3.02 25.5 11 9. 50 81. 83 

0.005 5. 7 。 。O. 193 6. 1 0.53 4. 4 。.230 6.3 4. 99 41. 27 

0.130 5. 5 。 。O. 196 5. 8 。 。。.617 5.7 1. 89 15. 56 O. 198 

5.4 。 。O. 164 5.8 。 。0.495 5. 6 O. 81 6. 65 O. 241 

6.5m 5.9 m 3.6 m 

1回 7.59/10m1回 4.59/1 0 m 1回 採集せず

確 三防刃己、 確 圭ロ刃"弘、 未 確 圭除刃。、

一一一
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第 2表 オームリ放流経過

発眼卵
放流年月日 放流尾数

~死確 推定生

導 入 年 認尾数 存尾数

昭和 44年 4 9. 6.8 2 9尾 8尾 2 1尾

4 9. 6. 8 2 5 

4 9.1 1. 2 9 3 8 

4 8年 。 8 9 

51.11. 4 2 3 

52. 5.1 2 3 

4 9年 50.1 1. 28 446 。 4 4 6 

51.11. 4 500  

5 0年 521 

52.5.12 2 1 

5 1年 52. 5. 1 2 2， 1 6 5 。 2， 1 6 5 

計 〉 く 3， 8 1 4尾 8尾 3， 8 6 6尾

第 3表 放流オームリの成熟状況

いよ GI 
T L (r:m) B L (r:m) BW Ul) GW(rn 

(一GB一WW 一oX 1，000 
備 考

昭52年 9月初日 4 1 3 9.5 960  再放流

昭 52年 11月 2日
(推定) (推定)

再放流
3 6 3 2 

昭52年12月 5日 4 5.0 3 8. 2 890  8 8 9 8.9 雌

昭52年 12月9日 4 5.8 3 9. 4 1， 1 3 5 198 1 1 4. 4 雌
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第 4表 年度別オームリ催

7f 
県 水 試 相 坂 養 魚 場

試 験 内 容 実 施 期 間 結 果

0相坂で飼育中の44年

昭和 牽魚を十二湖へ移し 47年 11月 24日

4 7 沢水を用いた低温室可 50尾を輸送

育による催索、 ノ/

下一
O{.出量制脊によ G催熱| (1) 44年産魚20尾を試験水槽に収容

(48年II月14日冷却 48年12月 1日 (48年U月 1日，水温 13.00C

4 8 機完成) ....... (2) 48年12月7日水温降下開始(_lO
(こ/日)

49年 1月31日 12月15日水温 50Cとなる

(3) 以後49年 1月31日まで飼育したが生残魚

11尾中雌雄とも成熟魚はなかった。

※44.......46年産魚が減少

4 9 したため，特に催熟

試験は実施せず

0日照時間調節(短日 l (1) 44年産魚 S尾を 0.8 トン水槽に収容し，

処理)による成熟促 50年 9月2日 完全遮光装置内で人工照射(蛍光灯) 7 ....... 

5 0 進 ~ 5時間/日を最高 143日間おこなった。

51年1月31日 I(幼 しかし途中で 4尾が発死し，これらにつ

いては何ら，成熟の兆候は認められなかっ

7こO

〆
/ 

/ 
〆/

糸50年度末で相仮にお / 

/ 
/ 

/ 

ける 44.......46年産魚は
/ 

/ 
/ 

/〆

/ 

。となり催熟誌験は / 

51 / 
/ 

実施できず / 
/' 

/ 
/ 

/ 

-' 
/ 

/ 
/ 

/ 

/ 

/ 
/r 

/ 

/ 
/ 

ノ
/ 

/ 
/ 

52 

"..-/"""，，/ 
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熟採卵試験内容とその結果 組各年度の試験に供したもののうち発死魚の測定
値は第 5表を参照。

岩 崎村十二湖落口 の 池

試 験 内
，仕τ戸号、，

実 施 期 間 結 果

(1) 47年12月23日-48年 3月22日までに計 6回成熟状況を

湿地帯の沢水を引 L、た 47年11月24日 調査

コンクリートブロック ~ (2) そのうち48年 1月 9日雌 1尾が成熟したが雄

製水槽に収容し飼育。 48年 3月22日 の成熟魚がなく人工受精をおこなえず

(3) その後雌雄とも成熟魚は認められず

0網生貨で飼育してい (1) 48年12月初日 --49年 1月30日まで計 3回，成熟状況を

た44年産魚15尾を前 48年12月11日 調査したが，成熟魚は得られなかっfこ古

年と同様に沢水で飼 ~ (2) 期間中魚病が発生し始めたため，試験を 1月末で中止

育し成熟をはかる。 49年 1月30日 し7こ。

(訪期間中の水温は 6.0--4. 50Cであった。

0捕魚器による成熟魚 49年 11月 (1) 49年 3--5月に魚病が発生したため. 44年産生残魚29 I 

の採捕と人工受精 ~ 尾を池に放流したので，成熟そ上を期待したが50年 3月

50年 3月 末までそ上は認められなかった。

0捕魚器による成熟魚 (1) 50年11月--51年 3月末まで，オームリのそ上は認めら

の採捕と人工受精 50年11月 れなかった。

~ (局 なお50年11月18日落口の池岸近くで発死したオームリ

51年 3月 を発見，調査の結果44年産放流オームリでやや成熟が進

んでL、た。

0捕魚器による成熟魚 (1) 51年12月 5日1尾 (o)が初めて捕魚器内にそ上した

の採捕と釣による成 51年11月 が放精は認められなかった。

熟状況の把握 ~ (訪日年12月17日2尾を釣獲し そのうち 1尾は放卵した

52年 3月 が他は放卵放精はなかった。

(司 51年 9月22日落口の池で 2尾の発死魚を発見 1尾は♀

でかなり成熟が進んでいた。

0捕魚器による成熟魚 (1) 捕魚器には今年はまだそ上していな L、。

の採捕と釣による成 52年11月 (幼 52年11月初日 4尾(~ 3尾 o1尾)を釣獲し. 12月 9

熟状況の把握 ~ 日の調査では雄は放精が認められたものの，♀の完熟卵

53年 2月 は得られなかった。
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各年度の供試オームリの測定値とパイカル湖のデータ

IK 相 坂 十二湖 パイカル湖 年令

B L l BwiGW  l G I BL i BwiGW  i G I BL Bw l G W ! G  I 
同: (&1): (&1) : 例;(F)l(P); 例 (9)!(9)|

昭 (47. 8. 1 5 ) :  I r-宇二15 ; r-十二4 IN=3 巾ド3 1 1 

47 29.8! 374 14.7 ， 39，3 I (29，3): 440! 2.9 1 7， 1 :  I 3寸 d

1 I 1 ( 47. 1 L 24相坂からの移殖帰 l 

l l Fや二~ 1 r-十二5 Ir-や=4 Ir十二4

48 1 I 1 35，5 ! 614 I 5.5: 9.1 29.0 276; 48: 174 I 4 + d 

: (48 12 ...:.， 49. 1) 1 1 

(49. 12月) I 1 

49 35.8: 640 I 2.4! 3.8 I 1 35.5 592: 89! 150 I 5十 d

(c..A .... '7'，、 1 (、(50. 1L 7 --5L L 20パ I(50. 1L 18ノ

50 I Nニ 4 :N=4 N=4 : 

3L 8 1 450: 3.6: 7.9 I 3L 5 1 365: 14.2 1 38. 9 I 37， 1 642 1 110 170 I 6 + d 

一一一了〆:i// 519.2211;l  l 36.5 1 920 1 213: 23L 5 

51 I : I /~ 3L5 I 430 I 0.61 L4(O) 37.2: 642 118 11:10 17十 d

521711||l  

T L 45 : 7州8!l

/ 

1 寸 l 寸
I 1 52. 12. 5 1 1 1 

I 38. 2 I 890 I 88 1 98. 9 1 
52!  /r I 1 !""> ~~.~! _-- 1 _- I -_._ 38.9 761 I 134 176!8+d 

I 52 12. 9 1 I 

I I 39目 4 i 1， 135 I 198 1 174.4 

第 5表

l
N
g

ー

Sと記した外は総て 2を示す。l<r GW  ~ GI=一一一×
BW 

Nは個体数で平均を



第 6表 オ←ムリの年令と鱗の輪条数

判明している
輪条数同 1ヶ月平均(謁年 メμ益、

6ケ月 7 - 9 1.1-1.5 

1才 4ヶ月 12 - 16 0.7 - 1. 0 

2才 20 - 27 0.8-1. 1 

3才 6ヶ月 32 - 39 0.8 -0.9 

5才 60 1. 0 

7才 6ヶ月 74-78 0.8 

Nニ 18 ( 44年， 48年， 49年， 50年産魚を調査)

第 1図 オームリの体長と鱗径(短径)

N = 18 

サンプル魚

( 44年 48年， 49年， 50年産魚)

脱

.・ . 落
40 

均

鱗 30

径

20 
r、、

短 ・~ . 
z 

。 5 10 15 20 25 30 35C視

オームリの標準体長
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第 2図 オームリの鱗径(短径)と年令

x O. 1掘掴

50 

40 

平

均

鱗
30 

径

/戸、

短

径
20 、、J

。

N= 18 
サンフ。ル魚

第 1図に同じ

. 
•• 

.・. 

2 3 
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